
    
2024 年 12 月 5 日
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス パルキッズ 作成日支援プログラム

支援方針
社会性を育むために大切なメンタルを保つためには、感情のコントロールをする方法を学びながら、自分の気持ちを知り相手の気持ちも理解しようとすることと考えています。子どもたち
が持っているたくさんの好奇心を育みつつ笑顔で楽しみながら興味を広げ、体験や経験を積み重ねる中で社会のルールや約束を守ることなど少しずつ成⾧できるよう支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 困難に直面する子供たちや保護者の方々に対して相談業務・情報提供・講演会・イベント・交流会の企画、運営や居場所の提供を通して子供たちのサポートを行います。

支 援 内 容

・来所持、検温や表情などから子どもたちの体調に日頃と変わりがないかや、心身の変化など小さなサインに気づけるよう細かな観察を行います。
・健康状態維持のため、生活のリズムや生活習慣を身に着け安心して生活できるよう練習を重ねていきます。
・来所後のスケジュールを絵カードやボードを使い、視覚で流れが理解できるように支援いたします。
・自由遊びの後の片付けや次の行動など切り替えがしやすいよう事前に見通しを踏まえて声掛けを行います。健康な心と身体を育てていける支援を行います。
・散歩や室内での軽い運動、音楽やリズムに合わせた身体を使った遊び・手を使った遊び、ビジョントレーニングを取り入れ子どもたちの視機能の把握などを通して、基礎感覚を活用でき
る活動を多く取り入れます。
・日常生活の基本動作を確認し、改善・習得や筋力の維持・強化を図ります。学習や活動など、机に向かう時に正しい姿勢で「座る」が行えるよう姿勢維持の向上を目指します。
・感覚特性がある子どもたちにへの対応として、安心して過ごせるよう環境設定を行います。

本
人
支
援

・子どもたちが来所後の自分の行動見通しが立てやすいように、絵カードなどのカードを使い職員と一緒に確認を行います。
・タイムテーブルの確認やタイマー・時計などを使い時間に関する認知の成形を行います。
・自然や季節の変化を感じることができるようにお花見や紅葉、虫取りなど外出を行います。
・活動を通して「広い・狭い」「早い・遅い」やお友達との距離感など空間把握に関する認知の形成を行います。
・はじまりの会やかえりの会などで発表や発言の機会を設け表出の力を育てます。
・絵本の読み聞かせなどで言語の獲得や聞く力の形成を行います。
・子どもたちに合ったコミュニケーション方法を使い伝えていきます。（ぺクスや絵カード、ジェスチャー等）
・自分の気持ちを伝えやすいように個別で話ができる時間を作ります。
・活動やレクリエーションを通し、様々な年齢お友達と一緒に遊ぶ経験を行い関わり方を学びます。
・協同遊びや制作を行う時のルールや約束を理解する力、協力や協調する力を養います。
・公共施設などでの室内・室外遊びを通して、社会性を養います。
・公共交通機関などを利用した時のマナーやルールを体験を通し養います。

主な行事等
・季節の行事（初詣、節分、ひな祭り、七夕、ハロウィン、クリスマスなど）を開催しています。
・地域交流（子ども食堂）を月に1回開催しています。

家族支援
・日頃の子どもたちの様子や強みなどお伝えする個別面談の機会を設けます。
・必要に応じて子育てに関するお悩みなど相談にのります。

移行支援
・必要に応じて保育所や学校と情報共有をし、子どもたちが安心して過ご
せるよう支援します。
・必要に応じ移行先と情報共有をし安心して過ごせるよう支援します。

地域支援・地域連携
・障害や年齢に関わらず参加できる地域参加型のイベント（こども食堂）を行
い、交流の機会を設けます。
・地域でイベントが行われる時には参加し地域との交流を広げます。

職員の質の向上

・毎朝ミーティングを行い支援内容や児童の特性について情報共有を行い
話し合う時間を持ちます。
・外部、内部研修時間を定期的に確保し虐待・権利擁護、ハラスメント防
止、BCP、不審者、ABA、療育実践などの研修を行います。


